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令和 6 年 6月 

保護者様 

西九州大学附属 三光幼稚園 

 

令和５年度 三光幼稚園の運営に関する保護者アンケート結果について 

(ご報告) 

 

標記の件につきまして、令和 5 年度に実施した保護者様へのアンケートの中から、園運営に関してご報

告いたします。ご多用の中ご協力いただき心よりお礼申し上げます。頂いたご意見については、真摯に受

け止め、できるものから改善をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ・Ⅱの項目に関して、たくさんのご意見を頂きありがとうございました。  

園の運営に関して、多くのお礼の言葉を頂きました。また、園の運営がより向上するようにご意見も頂

きましたので、下記のように報告いたします。今後ともどうぞご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

回答① 

 子どもたちの安全のために、門の開閉のご協力をいただき、いつもありがとうございます。保護者の方々

の手間を考慮し、職員が配置できる時間帯（8:30～10:00）は門を開けたままにできるよう対応しています。

しかし、その他の時間帯については、職員の見守りができないため、どうしても保護者の方のご協力をい

ただくことになります。子どもたちの門からの飛び出し等事故防止のため、今後ともご協力の程、よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見① 

朝夕の送迎が 1番混み合う時間帯は開門のままにして欲しいです。次々と車が出入りするので門を開

けたり閉めたり、場合によっては閉じた後直ぐ開けるは時もあり、手間に感じます。 

（門に開門時間を表記する等でどうでしょうか） 

ご意見② 

中庭と教室の間にある仕切りをビニールの様なカーテンのみではなく、きちんとした掃き出し窓を設

置できないでしょうか。雨の日は廊下が濡れてしまうし、冬はとても寒いと思います。窓を設置できな

い理由が何かあられるのでしょうか？ 

アンケートの質問Ⅰ 

 園では、行事や保育内容について、毎年振り返りや見直しを行いながら取り組んでいますが、気づき

や提案等がありましたら教えてください。 

 

 アンケートの質問Ⅱ  

その他、園に対するご要望などがありましたら、お聞かせください。 
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回答② 

 旧園舎は、廊下と外を仕切る壁や窓がある園舎でした。現園舎の設計の際に旧園舎の難点を改善した上

で開放的なデザイン、子どもが自由に中庭に出入りできるよう今の園舎になりました。そのため、雨の日

は、ビニールカーテンをするように対応しておりますが、風向き等によっては廊下が雨で濡れたり、雨漏

りをしている箇所もあるのが現状です。 

 雨漏りに関しては、現在、業者の方に調査を依頼しているところです。予算の調整ができ次第、改修で

きるところから行っていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

回答③ 

 廊下の滑りやすさについては、以前もご意見を頂き、特に滑りやすかったもも１側の出入り口は、床の

改修をいたしました。毎学期、ワックスを塗っていますが、ワックスの種類を見直すなどの対応を考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

回答④ 

 ご意見ありがとうございます。例年、誕生会の王冠をかぶってのインタビューは、人数の関係で毎月数

名の子に応えてもらっていました。喜んでインタビューに応えるお子様もいらっしゃいますが、たくさん

の人の前で発言することに緊張してしまうお子様もいらっしゃいます。ご意見を基に、全員が王冠をかぶ

って話す場を設けた方がいいのかとも考えましたが、職員で協議を重ねた結果、インタビューは安心して

一人一人が発言できる各クラスで行うことにしました。誕生会の場では、名前の紹介を子どもたち一人一

人が自分で行うことにしました。年中・年長児は、子どもが自分の名前を言います。年少・ひよこ組は、先

生が名前を呼び、返事をします。ステージで一人一人にスポットが当たる誕生会になるよう、今年度から

見直しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見⑤ 

年長さんになると、常に行事の練習に取り組んでいる状態が続くので、自由にお友達と遊べる時間も

あるといいのかなと思います。行事を通して得られる自信や成長もすごく感じますが、もう少し何もな

い時期があってもいいのかなと個人的に思います。 

ご意見④ 

園でのお誕生日会は、王冠をかぶる子と被らない子と質問される子とそうでない子との差が激しく感

じました。みんなが王冠を被りお名前と年齢など発言して、みんなが主役になれるお誕生日会になって

欲しいなと思いました。 

ご意見③ 

靴下で通る廊下が非常に滑りやすく危険。気をつけて歩いていても滑ります。改善改良していただけ

ないでしょうか。 
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回答⑤ 

年長のカリキュラムについて、複数の方よりご意見をいただきました。保育の指針としている、『幼保連

携型認定こども園教育保育要領』の中に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」というものが掲げられ

ています。その中にある“協同性”の育ちを年長では特に意識して保育を行っています。「友達と関わる中

で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり工夫したり協力したりし、充

実感をもってやり遂げるようになる」という姿です。運動会や音楽発表会、劇の発表など、様々な行事の

中で“協同性”が育つように取り組んでいましたが、日頃の遊びやクラス活動の中でもその育ちは見られ

ます。今年度、保護者の方にお伝えさせて頂いているとおり、今年はカリキュラムの見直しを行っている

ところです。年長の行事の中の活動内容も見直し、子どもたちからの意見をたくさん取り入れ、遊びと行

事のつながりを意識し、無理のない活動内容となるように取り組み、遊びの時間の確保に努めていきます。

生活全般での育ちに目を向け、一人一人の成長を支えていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

回答⑥ 

お子様の園での様子を知りたいお声は複数頂いております。気になること、知りたいこと、聞きたいこ

となど、何かあるときもないときでも、いつでもご連絡ください。アプリに入力して頂いても、お電話し

ていただいても構いません。お電話については、バス乗降中や、研修中等ですぐにお話できないこともあ

るかもしれませんが、対応できる時間になったら折り返しお電話差し上げますので、遠慮なくご連絡くだ

さい。 

また、連絡帳の入力が 50字程度でお願いしているので、連絡のしずらさを感じられている保護者の方も

いらっしゃることがアンケートより分かりました。保護者の方の思いにうまく応えられていない現状は改

善していきたいと考えております。担任としては、お子様の様子をできる限りお伝えしたいので、その方

法として、クラス便り以外でも、クラスでの子どもたちの様子を連絡帳に写真付きでお知らせするような

ことも取り入れていく予定です。 

 

 

 

 

 

回答⑦ 

1号認定の預かり保育についても、複数の方からご意見をいただきました。1号認定のお子様も、預かり

保育を受けることができるような体制にしたいと思いますが、夕方の職員数が足りず、安全面を考慮し、

お受けできないのが現状です。申し訳ありません。ハローワークに職員募集もかけていますが、なかなか

応募者がこないので、保護者の方々でお知り合いの方などいらっしゃいましたらご紹介くださると助かり

ます。午後からの勤務など、預かり保育の時間帯のみの勤務等大歓迎です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

ご意見⑦ 

延長保育が 1号認定でも、もう少し預けやすくなって欲しいです。 

ご意見⑥ 

「最近うちの子どうですか？」の質問を先生にお聞きしたいけど、なんか忙しそうで聞くのは申し訳

ないと思って毎回見送ってしまいます。そのような質問を連絡アプリなどに入れてもいいものでしょう

か？ 
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回答⑧ 

 ご心配をおかけして申し訳ありません。バスの運営、運動場や中庭の子どもの見守り、子どもの対応等

で、常にクラスに職員がいることは難しい状況です。しかし、年少組・ひよこ組の部屋には、職員がいるよ

う配置をしております。時には、登園してきた子が泣いたり怪我をしたり等の対応で少しクラスを離れて

しまうこともあり、一時的に誰もいないことがあったかもしれません。その際は、隣のクラスや廊下、中

庭等にいる職員にお声掛けくださいますようお願いします。職員一人一人が子どもたちの様子に目を配り、

すぐに対応できるよう、より一層気を配りたいと思いますが、目が行き届いていない場面もあるかもしれ

ませんので、子どもの安全安心のためにも、誰でも結構ですからお声掛けください。 

 

 

 

 

 

 

 

回答⑨ 

ご意見ありがとうございます。生活発表会のお遊戯の選曲については、子どもたちの様子や会話等から

子どもの好きなものが出てくる曲、よく口ずさんでいる歌、耳なじみの音楽などを参考にしています。 

その中から、自分が踊りたい曲を子どもが選んでいます。また、男女の枠を超えて選択できるように配慮

しますが、まだ、不十分な点があったかと思います。今年度の遊戯曲については、ご意見いただいたこと

を考慮しながら決めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答⑩ 

 男児のトイレの仕方（おしっこの仕方）については、男性教諭の指導のもと、指導をしていきます。ひよ

こ・年少児は、必要分下げて行うことが難しい子もいるので、年中・年長児を中心の指導になります。ご意

見いただきありがとうございます。 

 制服については、保護者の方の様々な意見を参考に、今後見直しを検討しております。 

 

ご意見⑧ 

朝送迎した際に教室に先生がいないのが気になる。バスの運営等でいないことがあるのはわかるが、

せめて子どもたちに何かあった時気付けるよう先生たちで連携をしてほしい。 

ご意見⑩ 

せっかく男性の先生もおられるので、年長の年だけでも結構ですので、男子便器でウエストゴムを必

要分下げて行うというやり方の指導をお願いしたいものです。サスペンダーのある制服のため、難しい

課題かと思いますが、サスペンダーは行事の時のみなどに使用機会を決めて、トイレの指導していただ

けないものでしょうか。 

ご意見⑨ 

生活発表会では、選択制ではあったようですが、そもそもジェンダーがはっきりわかれているような

ものが多く感じました。男の子は強く逞しく、女の子はかわいく、という価値観はさすがに古く、押し

付けだと感じます。そういう価値観からの解放を園でも教えてほしいと感じました。 


